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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話になり誠に
ありがとうございました。「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．１７」をお届け致します。
　今回は昨年の１２月定例愛知県議会の内容のほかに、各種イベントや講演会を切
り口として県政の情報をお伝え致します。皆様にはぜひご一読頂き、県政を少しでも
身近に感じて頂けたら幸いです。
　平成３１年４月に「政党公認なし　各種団体推薦なし　わが胸に志と政策あり」
のスローガンで「大きな力」に挑み、市民の皆様一人ひとりの「個人の力の結集」で県
議会議員に初当選させて頂いてから早くも４年が過ぎようとしています。この間、皆
様とのお約束通り、政党や会派に所属することなく、また政党や会派の考え方や意
向に左右されることなく、純粋に皆様の声の代弁者として活動することが出来まし
た。改めて皆様の日頃のご支援に心から感謝申し上げます。
　そして本年、２度目の挑戦の時を迎えることになりました。「無党派・市民派」であると言うことは、大きな組織による支援があ
りませんから今回も大変厳しい挑戦になると覚悟をしています。だからこそ、あなたの声援が大きな力になるのです。「継続は
力」・・・４年前の熱い思いは今も続いています。

11.27
知県政１５０周年記念式典に出席しました。

　明治維新当時、尾張には名古屋藩・犬山藩、三
河には刈谷藩・西尾藩等の１２の藩がありました。廃藩置県
により１２県が成立。その後、尾張は「名古屋県」に、三河は
「額田県」に統一。「名古屋県」が「愛知県」と改称された後、
明治５年の１１月２７に「愛知県」と「額田県」が合併し、今の
愛知県が誕生しました。

　それから１５０年。記念すべき日を祝うかのような素晴ら
しい晴天の下、式典・丹羽宇一郎氏による記念講演・名古屋
フィルハーモニー交響楽団による記念演奏が行われました。

愛
祝！　愛知県政１５０周年日

　この愛知県がわが国屈指の産業力を備えた大都市として大
きく成長できたのも、先人のたゆまぬ努力の賜物です。そうした
先人たちの英知を受け継ぎ、将来世代へ繋げて行くことは、これ
からの愛知の発展にとって大変重要なことです。先人の志を胸
に、愛知のさらなる発展に私も微力ながら尽力して行きます。

12.7
月定例愛知県議会。休憩時間中に西三河の無所
属議員３名（私と知立の柴田県議、岡崎の園山県
議）に対して、明治用水頭首工漏水事故の費用負

担についての説明が当局よりありました。復旧対策に要する
総額は約１２７億円。国と調整を進めた結果、今回は特別に
市町の負担は生じないことになりました。１月中旬に本復旧
工事に着手して令和７年度に完了予定です。

　そしてその３名でそのまま知事公館に伺いました。ジブリ

12
明治用水頭首工漏水事故の費用⇒特別に市町の負担は「なし」水

パーク・STATION　Ai・新体育館・防災拠点・特別支援学校・
重症心身障害児者入所施
設の整備、そして今回の明
治用水頭首工漏水事故に対
する迅速な対応など、その先
見性と行動力・リーダシップ
を高く評価し、県知事選での
支援についてお伝えをしま
した。 Vol.17Vol.17
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12.20 １２月定例愛知県議会　最終日火
月定例愛知県議会も今日が最終日です。追加上
程された補正予算案４４５億４８７１万余円につ
いては、全ての常任委員会に付託され審査され

た後、本会議において全会一致で可決承認されました。
 
主な補正予算の内容としては・・・
 
■豊橋市で高病原性鳥インフルエンザが確認されたことに
伴う防疫対策、農家への経営支援や風評被害防止対策
の実施

■私立幼稚園が行う新型コロナウイルス感染症対策やＩＣ
Ｔ環境の整備に係る経費の支援

■公立幼稚園が行う新型コロナウイルス感染症対策に係る
経費の支援

■新型コロナウイルス感染症の影響を受ける障害福祉サービ

12 ス事業所等に対して、サービス提供体制の継続に必要なか
かりまし経費やＩＣＴ活用による生産性向上の取組への支援

■新型コロナ感染症の影響を受けている観光関連産業を支
援するため、「いいじゃん、あいち旅キャンペーン」を実施
し、旅行の需要拡大を図る取組を引き続き推進

■農作物の産地の課題解決に向けた戦略的な取組を推進
するため、スマート農業機械等の導入を支援

■私立学校、認可外保育施設、障害児通所支援事業所、公
立学校が行う送迎用バスへの安全装置の装備や登園管
理システム導入等の支援

■妊婦１人あたり５万円、新生児１人あたり５万円の支給、
市町村が実施する出産・育児関連の面談や継続的な情
報発信等に係る経費の補助

■そのほか土地改良や道路・河川の整備等の公共事業を
始め、国の経済対策に呼応した増額補正を行います。

12.21 花と蝶のパトロール「ごみ拾いは幸せ拾い」水
方、花と蝶のパトロールに参加しました。コロナで中
止になった月もありましたが通算１８２回、刈谷駅周
辺の安全・安心やまちを綺麗にすることを目的に、ス

ナック千恵のママをリーダーに、１５年も続いている活動です。
 
　今日も、地元の商店街・企業・自治会・防犯パトロール隊・警察
などのほか、駅周辺のクラブやスナック・居酒屋などの事業者も
参加して、巡回パトロールとごみ拾いを行いました。また挨拶の
機会もありましたので「ごみ拾いは幸せ拾いです。今日はしっかり
幸せを拾い蓄えて頂き、クリスマスやお正月に子どもさん・ご家
族・親戚・地域の皆さんにその幸せをたっぷり振舞って頂き、来
年がこの地域や刈谷市にとって幸せ溢れる素晴らしい年になる

夕 ことを祈念します」そのような主旨の挨拶をさせて頂きました。
 
　まちはイルミネーションで綺麗になっていますが、その足元に
はたばこの吸い殻が散乱している・・・では情けないですからね。
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12.1
日から１２月、早いもので今年もあとひと月を残す
のみとなりました。１２月２０日（火）まで２０日間
の会期で１２月定例愛知県議会が開催されます。

今回は補正予算としては総額１０２億２７６７万余円が計上
されました。主な予算案としては・・・

■新型コロナの自宅療養者配食サービスの実施、ＰＣＲ等
検査費本人負担分の公費負担、妊婦に対する分娩前ウイ
ルス検査に係る経費について、実績を踏まえた増額補正

■年末年始に臨時に発熱患者等の診療・検査を行う医療機
関及び調剤を行う薬局に対し、県独自に支援金を交付

今
１２月定例愛知県議会　今日から開会木

■県立学校における新型コロナウイルス感染症対策を徹底
するとともに、学習保障に必要な体制を確保するための１
校あたりの措置額を充実

■燃油価格高騰の
影響を受け、厳
しい状況にある
繊維事業者に対
して、負担軽減
のための支援金
を交付

11.28
外情勢調査会の１１月名古屋支部懇談会に出席
しました。毎年この時期には、この会の支部長で
もある大村愛知県知事が講演をされます。演題は

『愛知が起こす成長革命～今こそ、ファーストペンギンを目
指そう』です。
 
　冒頭、愛知県政１５０周年に
ついて触れた後、なぜ経済成長
が必要なのかについて話をされ
ました。参考となるのは「アメリ
カ・日本・中国のＧＤＰの推移グ
ラフ」です。グラフで判るように
１９９５年から２０２０年までの
２５年間で、米国のＧＤＰは２．
７倍、中国は２０倍に増加したのですが、日本は横ばいでし
た。介護・医療・年金などの社会保障費は経済が活発になっ
てこそ、財源が生み出され回して行くことが出来るのです。
 
　そのために現在取り組んでいるのが、１１月１日にⅠ期が
開園し、来年Ⅱ期が開園するジブリパーク、２０２４年にオー
プンするスタートアップの支援拠点ＳＴＡＴＩＯＮ　Ａｉ、２０

内
知事による講演会　「人を集めるしかけ」月

２５年にオープンする新体育館、２０２６年度開催のアジア
競技大会・アジアパラ競技大会、２０２７年度以降に供用開
始のセントレア第２滑走路など「人を集めるしかけ」です。
 
　今回のテーマで使われた「ファーストペンギン」とは、ベン
チャー精神を持って行動する個人や企業を、尊敬を込めて
呼ぶ言葉です。新たな挑戦により経済を更に成長させる・・・
愛知県の今後の取り組みを大いに期待をしていますし、議員
の立場で少しでも力になれればと思っています。

12.2
ッカーＷ杯スペイン戦に勝利した日の早朝、このスタイルで街頭活動していたら、
陽気な外国人の乗った車の後ろの窓が開いて「ニッポンバンザイ。ガンバッタ。オメ
デトウ」の声が。サムライブルーのサポーターと間違えたかな（笑）

 
　また、別の日にはこのような出来事もありました。半城土交差点においての街頭活動。１時
間ほど過ぎたところで、自転車の若い女性が近づいてこられ「この近くのお店でバイトをしてい
て、寒い中いつもこうして立っている神谷さんを見ています。これで少しでも体を温めて下さ
い」と言って温かいペットボトルのお茶を手渡して下さいました。感謝・感謝、そして目頭が熱く
なります！

サ
喜びと感激の街頭活動　いろいろあります金

12.5
月定例愛知県議会、今日は自民党県議団・新政
あいち、それぞれの会派の政調会長による代表
質問が行われました。その答弁の中から、今議会

で条例案が提出され新たに創設する予定の「あいち県民の
日（１１月２７日）」について紹介します・・
 
■「あいち県民の日」を含めた１１月２１日から１１月２７日
を「あいちウィーク」とし、様々なイベントを開催すること
や、広く一般の方が利用できる県の施設を無料・割引と
することを検討する。

■市町村においても、「あいちウィーク」の期間中において、
「あいち県民の日」にふさわしい事業や取組を実施して
いただけるよう依頼するとともに、民間企業等において
も、様々な取組を実施していただけるよう働きかけを行
いたいと考えている。

１２
代表質問　「あいち県民の日」について月

■子どもたちが、
「あいち県民の
日」をきっかけ
に、愛知への愛
着や誇りを持
つことができる
よう、「あいち
ウィーク」の期
間中のいずれ
かにおいて、県立の高等学校等を休業とすることを教育
委員会と調整する。

■新たに条例を制定して、様々な取組を行うことで、将来に
わたり、愛知のさらなる発展につなげるため、オール愛
知で「あいち県民の日」と「あいちウィーク」が盛り上がる
ようしっかりと準備を進める。

12.6
月定例愛知県議会、今日は一般質問で7名の議
員が登壇しました。現在愛知県では2024年10
月にスタートアップの支援拠点STATION　Aiが

開業するまでの間、笹島の
WeWorkグロ-バルゲート
内 に 早 期 支 援 拠 点
PRE-STATION　Aiを開設
し切れ目のない支援をして
います。
　そのPRE-STATION　Ai
について昨日と今日の質問
答弁から施設の取り組み概
要を紹介します・・・

 
■専門的な知見を持つ統括マネージャーが常駐し、起業に
至るアイデアの具体化や、資金調達の手法など、スター
トアップの成長段階に応じた起業支援を行っている。

■今年度は新たにフランスのSTATION　Fの知見を取り入
れたプログラムの実施や、リモートメンバー制度の導入
などを行い、登録メンバー数は昨年度末の48社から、
155社へと増加している。

■具体的な成果としては、開設から昨年度までの約2年間
で、会社設立に至ったスタートアップが14社、資金調達
の達成が14社、製品開発が6社、事業会社との協業開
始が11社あった。

■今年度は既に13社が、ベンチャーキャピタルなどからの
資金調達を達成しているほか、この10月には上場企業
に対し、出口戦略の一つであるM&Aによる株式譲渡を
実現した事例もあった。

■今年5月に県も出資した「STATION　Ai　Central 

１２
スタートアップの早期支援拠点PRE-STATION Aiの現状は火

Japan1号ファンド」では、これまでに1社のPRE- 
STATION　Aiメンバーに対する投資を実施している。

■こうした取組により、PRE-STATION Aiでは、メンバーの
集積や、資金調達環境が整いつつある。

■これらの成果を踏まえながら、今後は更にスタートアップ
における人材面の支援や、ユニコーン企業として飛躍的
に成長する可能性のあるスタートアップの成長を加速さ
せる取組など、スタートアップが直面する現下の課題に
ストレートに対応するための施策を強化し、この地域に
更なるヒト・モノ・カネを集結させ、PRE-STATION Aiが
2024年110月の開業と同時にロケットスタートを切れ
るよう、取組の一層の充実を図って行く。

　また先日、地方創生に関する包
括協定を結んだ吉本興業には「ス
タートアップ支援拠点ＳＴＡＴＩＯＮ
Ａｉの効果的プロモーション手法の
検討や、新たなコミュニケーション
の方法として注目のメタバースの活
用方策の検討」に協力頂けるとのこ
とです。

※スタートアップとは・・・最先端の
人工知能（AI）や情報通信技術
（ICT）を活用して、斬新なアイデア
で新市場開拓を目指す創業間もな
い企業を支援をし、そうした企業の新たなアイデアとモノ
づくりの優れた技術との融合によるイノベーションを誘発
し、愛知県産業の成長を拡大させる取り組みです
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間ほど過ぎたところで、自転車の若い女性が近づいてこられ「この近くのお店でバイトをしてい
て、寒い中いつもこうして立っている神谷さんを見ています。これで少しでも体を温めて下さ
い」と言って温かいペットボトルのお茶を手渡して下さいました。感謝・感謝、そして目頭が熱く
なります！

サ
喜びと感激の街頭活動　いろいろあります金

12.5
月定例愛知県議会、今日は自民党県議団・新政
あいち、それぞれの会派の政調会長による代表
質問が行われました。その答弁の中から、今議会

で条例案が提出され新たに創設する予定の「あいち県民の
日（１１月２７日）」について紹介します・・
 
■「あいち県民の日」を含めた１１月２１日から１１月２７日
を「あいちウィーク」とし、様々なイベントを開催すること
や、広く一般の方が利用できる県の施設を無料・割引と
することを検討する。

■市町村においても、「あいちウィーク」の期間中において、
「あいち県民の日」にふさわしい事業や取組を実施して
いただけるよう依頼するとともに、民間企業等において
も、様々な取組を実施していただけるよう働きかけを行
いたいと考えている。

１２
代表質問　「あいち県民の日」について月

■子どもたちが、
「あいち県民の
日」をきっかけ
に、愛知への愛
着や誇りを持
つことができる
よう、「あいち
ウィーク」の期
間中のいずれ
かにおいて、県立の高等学校等を休業とすることを教育
委員会と調整する。

■新たに条例を制定して、様々な取組を行うことで、将来に
わたり、愛知のさらなる発展につなげるため、オール愛
知で「あいち県民の日」と「あいちウィーク」が盛り上がる
ようしっかりと準備を進める。

12.6
月定例愛知県議会、今日は一般質問で7名の議
員が登壇しました。現在愛知県では2024年10
月にスタートアップの支援拠点STATION　Aiが

開業するまでの間、笹島の
WeWorkグロ-バルゲート
内 に 早 期 支 援 拠 点
PRE-STATION　Aiを開設
し切れ目のない支援をして
います。
　そのPRE-STATION　Ai
について昨日と今日の質問
答弁から施設の取り組み概
要を紹介します・・・

 
■専門的な知見を持つ統括マネージャーが常駐し、起業に
至るアイデアの具体化や、資金調達の手法など、スター
トアップの成長段階に応じた起業支援を行っている。

■今年度は新たにフランスのSTATION　Fの知見を取り入
れたプログラムの実施や、リモートメンバー制度の導入
などを行い、登録メンバー数は昨年度末の48社から、
155社へと増加している。

■具体的な成果としては、開設から昨年度までの約2年間
で、会社設立に至ったスタートアップが14社、資金調達
の達成が14社、製品開発が6社、事業会社との協業開
始が11社あった。

■今年度は既に13社が、ベンチャーキャピタルなどからの
資金調達を達成しているほか、この10月には上場企業
に対し、出口戦略の一つであるM&Aによる株式譲渡を
実現した事例もあった。

■今年5月に県も出資した「STATION　Ai　Central 

１２
スタートアップの早期支援拠点PRE-STATION Aiの現状は火

Japan1号ファンド」では、これまでに1社のPRE- 
STATION　Aiメンバーに対する投資を実施している。

■こうした取組により、PRE-STATION Aiでは、メンバーの
集積や、資金調達環境が整いつつある。

■これらの成果を踏まえながら、今後は更にスタートアップ
における人材面の支援や、ユニコーン企業として飛躍的
に成長する可能性のあるスタートアップの成長を加速さ
せる取組など、スタートアップが直面する現下の課題に
ストレートに対応するための施策を強化し、この地域に
更なるヒト・モノ・カネを集結させ、PRE-STATION Aiが
2024年110月の開業と同時にロケットスタートを切れ
るよう、取組の一層の充実を図って行く。

　また先日、地方創生に関する包
括協定を結んだ吉本興業には「ス
タートアップ支援拠点ＳＴＡＴＩＯＮ
Ａｉの効果的プロモーション手法の
検討や、新たなコミュニケーション
の方法として注目のメタバースの活
用方策の検討」に協力頂けるとのこ
とです。

※スタートアップとは・・・最先端の
人工知能（AI）や情報通信技術
（ICT）を活用して、斬新なアイデア
で新市場開拓を目指す創業間もな
い企業を支援をし、そうした企業の新たなアイデアとモノ
づくりの優れた技術との融合によるイノベーションを誘発
し、愛知県産業の成長を拡大させる取り組みです
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話になり誠に
ありがとうございました。「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．１７」をお届け致します。
　今回は昨年の１２月定例愛知県議会の内容のほかに、各種イベントや講演会を切
り口として県政の情報をお伝え致します。皆様にはぜひご一読頂き、県政を少しでも
身近に感じて頂けたら幸いです。
　平成３１年４月に「政党公認なし　各種団体推薦なし　わが胸に志と政策あり」
のスローガンで「大きな力」に挑み、市民の皆様一人ひとりの「個人の力の結集」で県
議会議員に初当選させて頂いてから早くも４年が過ぎようとしています。この間、皆
様とのお約束通り、政党や会派に所属することなく、また政党や会派の考え方や意
向に左右されることなく、純粋に皆様の声の代弁者として活動することが出来まし
た。改めて皆様の日頃のご支援に心から感謝申し上げます。
　そして本年、２度目の挑戦の時を迎えることになりました。「無党派・市民派」であると言うことは、大きな組織による支援があ
りませんから今回も大変厳しい挑戦になると覚悟をしています。だからこそ、あなたの声援が大きな力になるのです。「継続は
力」・・・４年前の熱い思いは今も続いています。

11.27
知県政１５０周年記念式典に出席しました。

　明治維新当時、尾張には名古屋藩・犬山藩、三
河には刈谷藩・西尾藩等の１２の藩がありました。廃藩置県
により１２県が成立。その後、尾張は「名古屋県」に、三河は
「額田県」に統一。「名古屋県」が「愛知県」と改称された後、
明治５年の１１月２７に「愛知県」と「額田県」が合併し、今の
愛知県が誕生しました。

　それから１５０年。記念すべき日を祝うかのような素晴ら
しい晴天の下、式典・丹羽宇一郎氏による記念講演・名古屋
フィルハーモニー交響楽団による記念演奏が行われました。

愛
祝！　愛知県政１５０周年日

　この愛知県がわが国屈指の産業力を備えた大都市として大
きく成長できたのも、先人のたゆまぬ努力の賜物です。そうした
先人たちの英知を受け継ぎ、将来世代へ繋げて行くことは、これ
からの愛知の発展にとって大変重要なことです。先人の志を胸
に、愛知のさらなる発展に私も微力ながら尽力して行きます。

12.7
月定例愛知県議会。休憩時間中に西三河の無所
属議員３名（私と知立の柴田県議、岡崎の園山県
議）に対して、明治用水頭首工漏水事故の費用負

担についての説明が当局よりありました。復旧対策に要する
総額は約１２７億円。国と調整を進めた結果、今回は特別に
市町の負担は生じないことになりました。１月中旬に本復旧
工事に着手して令和７年度に完了予定です。

　そしてその３名でそのまま知事公館に伺いました。ジブリ

12
明治用水頭首工漏水事故の費用⇒特別に市町の負担は「なし」水

パーク・STATION　Ai・新体育館・防災拠点・特別支援学校・
重症心身障害児者入所施
設の整備、そして今回の明
治用水頭首工漏水事故に対
する迅速な対応など、その先
見性と行動力・リーダシップ
を高く評価し、県知事選での
支援についてお伝えをしま
した。 Vol.17Vol.17
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12.20 １２月定例愛知県議会　最終日火
月定例愛知県議会も今日が最終日です。追加上
程された補正予算案４４５億４８７１万余円につ
いては、全ての常任委員会に付託され審査され

た後、本会議において全会一致で可決承認されました。
 
主な補正予算の内容としては・・・
 
■豊橋市で高病原性鳥インフルエンザが確認されたことに
伴う防疫対策、農家への経営支援や風評被害防止対策
の実施

■私立幼稚園が行う新型コロナウイルス感染症対策やＩＣ
Ｔ環境の整備に係る経費の支援

■公立幼稚園が行う新型コロナウイルス感染症対策に係る
経費の支援

■新型コロナウイルス感染症の影響を受ける障害福祉サービ

12 ス事業所等に対して、サービス提供体制の継続に必要なか
かりまし経費やＩＣＴ活用による生産性向上の取組への支援

■新型コロナ感染症の影響を受けている観光関連産業を支
援するため、「いいじゃん、あいち旅キャンペーン」を実施
し、旅行の需要拡大を図る取組を引き続き推進

■農作物の産地の課題解決に向けた戦略的な取組を推進
するため、スマート農業機械等の導入を支援

■私立学校、認可外保育施設、障害児通所支援事業所、公
立学校が行う送迎用バスへの安全装置の装備や登園管
理システム導入等の支援

■妊婦１人あたり５万円、新生児１人あたり５万円の支給、
市町村が実施する出産・育児関連の面談や継続的な情
報発信等に係る経費の補助

■そのほか土地改良や道路・河川の整備等の公共事業を
始め、国の経済対策に呼応した増額補正を行います。

12.21 花と蝶のパトロール「ごみ拾いは幸せ拾い」水
方、花と蝶のパトロールに参加しました。コロナで中
止になった月もありましたが通算１８２回、刈谷駅周
辺の安全・安心やまちを綺麗にすることを目的に、ス

ナック千恵のママをリーダーに、１５年も続いている活動です。
 
　今日も、地元の商店街・企業・自治会・防犯パトロール隊・警察
などのほか、駅周辺のクラブやスナック・居酒屋などの事業者も
参加して、巡回パトロールとごみ拾いを行いました。また挨拶の
機会もありましたので「ごみ拾いは幸せ拾いです。今日はしっかり
幸せを拾い蓄えて頂き、クリスマスやお正月に子どもさん・ご家
族・親戚・地域の皆さんにその幸せをたっぷり振舞って頂き、来
年がこの地域や刈谷市にとって幸せ溢れる素晴らしい年になる

夕 ことを祈念します」そのような主旨の挨拶をさせて頂きました。
 
　まちはイルミネーションで綺麗になっていますが、その足元に
はたばこの吸い殻が散乱している・・・では情けないですからね。


